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令和５年８月（第９回）教育委員会会議議事録 

 

１.開催の日時及び場所 

      令和５年８月１８日（金）１８：００～１９：００ 

      市役所本庁 ３階 会議室３－４ 

２.出席委員の氏名 

      野口 政吾 教育長 

         田村賢二郎 委員 

      山野あい子 委員 

      川﨑 裕美 委員 

      重村 美帆 委員 

３.その他議場に出席した者 

      床本教育部長、水津次長、藤井教育施設課長、佐々木学校教育次長同格、倉重

指導主事、藤田教育支援課長、石﨑教育支援課長同格、井上教育支援副課長、

井上社会教育課長、山本人権教育課長、半田学校給食課長、神田学校給食副課

長、福岡学びの森くすのき・地域文化交流課長、石川学びの森くすのき・地域

文化交流副課長、森図書館長、藤本図書副館長、三好教育総務課長、島谷教育

総務副課長、大田教育総務係長 

４.傍聴者  なし 

５.要 旨 

教育長  ：ただ今から、令和５年８月１８日の第９回教育委員会会議を開催いたします。

本日は、委員全員が出席しているため会議として成立していることを最初に報

告します。また本日は傍聴の申し出はありませんでした。 

教育長  ：また、今回の資料と合わせて送付しました、令和５年７月２０日開催の令和５

年第７回の議事録について、御意見等ありましたらお願いします。 

（全員異議なし） 

教育長  ：それでは、令和５年第７回教育委員会会議の議事録について、承認とさせてい

ただきます。 

教育長  ：次に、本日の会議録署名委員の指名についてですが、本日の会議録署名人は川

﨑委員にお願いします。  

教育長  ： それでは、本日の議題は、「議案第１１号 教育委員会の事務の点検及び評価

について」、の１件と、その他の事項として「寄附の報告について」の１件と

なっています。 

教育長  ：教育委員会会議は、公開を原則としていますので、本日の議題について全て公

開としてよろしいか。 

     （全員異議なし） 

教育長  ：異議がないようですので、本日の議題は全て公開とさせていただきます。 

教育長  ：はじめに「議案第１１号 教育委員会の事務の点検及び評価について」につい

てですが、事務局から説明をお願いします。 
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教育総務課長：それでは教育総務課から「議案第１１号 教育委員会の事務の点検及び評価

について」説明いたします。令和５年度教育委員会の事務の点検及び評価に

ついてですが、令和５年７月２０日に実施した教育委員会会議において委員

の皆様方から御意見御質問をいただいた点を踏まえて赤字修正しました。本

日の進行につきましては、前回同様に各事業に関する事務局からの説明は省

略させていただき、皆様方からの御意見御質問に、主管課長がお答えすると

いう形でお願いします。 

教育長  ：ただ今の説明に対して、ご意見ご質問をお願いします。 

委員    ：個別施策１－１－２のＧＩＧＡスクール構想推進事業について、児童生徒用

端末のメンテナンスタイミングと頻度及び年間故障台数を教えて下さい。 

学校教育次長同格：年間故障台数は現時点把握しておりませんが、学校から連絡があれば随

時メンテナンスを行っています。 

教育部長  ：令和５年度予算では３００台程度の故障を見込んでいます。 

委員    ：動画などのデータ整理は毎年行っていますか。 

学校教育次長同格：データ整理は毎年ではありません。 

委員   ：上宇部小学校は新入学児童が多く１クラス増えた為、タブレットの台数が足り

ていないようです。 

学校教育次長同格：上宇部小学校に確認します。 

教育長  ：学校間で差があってはいけませんが、初期化やメンテナンスが間に合わなかっ

たのかもしれません。 

委員   ：学校もそのように言っておりました。 

委員   ：個別施策１－１－２のＧＩＧＡスクール構想推進事業について、取組結果の電

子黒板整備台数を削除した意図を教えてください。 

教育部長  ：令和４年度に関しては、コロナ補助金を活用して電子黒板８０台を購入して

おり、ＧＩＧＡスクール構想推進事業の決算額１１９,６２５千円の内訳では

なかった為、削除しました。 

委員   ：個別施策１－４－１の保幼小連携教育推進事業について、取組結果の市内保育

所を訪問とありますが、実際に訪問はできていますでしょうか。 

教育支援副課長：主要な部分、ほぼ全域訪問しています。 

委員   ：個別施策１－４－２の小中一貫教育の推進について、「小学校５・６年生にお

ける教科担任制や交流授業、乗り入れ授業を着実に実施する」に対して、「全

中学校区において教科担任制や交流授業、乗り入れ授業を計画的に実施した」

で評価Ｂですが、目標指標の中学校教員による乗り入れ授業回数は評価Ａとな

っている。 

教育総務課長：個別施策と指標で評価が変わるのは致し方ないと考えています。 

委員   ：個別施策１－４－２の道徳教育の充実について、全教員が道徳の授業をされて

いると思いますが、「道徳教育推進教師や道徳担当教員が、県が主催する道徳

教育に関わる研修会に参加し、指導力の向上を図った」について、全教員が研

修会に参加していますか。 
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学校教育次長同格：全教員が研修会に参加するよう道徳教育推進教師が促しています。 

委員    ：個別施策１－３－２の子どものスポーツ活動の推進について、今後の課題と

方向性の「スポーツに親しむ機会を増やす」とは具体的にどのような想定です

か。 

指導主事  ：学校だけではなく、家庭や地域との連携を図る取組を増やしていく予定です。 

委員    ：学校の体育館を地域の方はどのぐらい利用されていますか。 

指導主事  ：体育館の利用については、中学校では部活動が終わる１７時ぐらいから開放

しています。また、学校によっては休日にグラウンド開放を行っており、これ

からも進んでくると思います。 

委員    ：怪我の対応など管理者が必要であり常時開放は難しいと思いますが、場所や

設備の提供を今後も視野に入れて御検討下さい。 

教育長  ：それでは、他に意見がなければ施策の柱の基本目標２について、ご質問ご意見

等お願いいたします。 

委員   ：個別施策２－３－３の環境教育連携推進事業について、前回取組目標に記載が

あった「親子で学べる環境学習講座を企画している課や団体と連携して、広く

周知する」が割愛された理由を教えて下さい。 

学校教育次長同格：改めて教育振興基本計画に基づいて精査し割愛しました。 

教育長  ：それでは、他に意見がなければ施策の柱の基本目標３について、ご質問ご意見

等お願いいたします。 

委員     ：個別施策３－２－３の家庭教育推進事業について、取組目標の「幼稚園に

おいて家庭教育学級を実施する」に対して、今後の課題と方向性で「受託園数

が少ないため」とありますが、今後対象施設を保育所や認定こども園に拡げる

予定はありますか。 

社会教育課長：最初小中学校及び幼稚園を対象に事業を実施していましたが、事務事業の見

直しで小中学校の実施を廃止し、幼稚園だけが対象となりました。幼稚園につ

いても３園が１園に減少し、取り組み自体の見直しも含め検討しています。 

委員     ：家庭教育学級について、令和４年度はどのような内容で取り組まれました

か。 

社会教育課長：小松原幼稚園で講演や保護者と園児が一緒に工作活動を行っています 

委員     ：子育て支援センターでされている内容を、幼稚園出張でしている形ですか。 

社会教育課長：現在、園が主体となり取り組みをしていただいている状況です。 

委員     ：子育て支援事業に近いですが、現在お仕事をされている保護者が増え、平

日開園時間に集まるのが難しく消えていった事業です。例えば、若い保育者で

子育てを経験していない方が、保護者から子供の発達相談をされ困ってしまい

離職してしまうこともある為、支援者である若い保育者や幼稚園教諭への家庭

教育推進支援事業として指導を行うなどの見直しを御検討下さい。 

委員   ：個別施策３－２－３の家庭教育推進事業に関連して、個別施策２－２－５の訪

問型家庭教育支援事業について、担当課が違うので別々の施策になっているの

でしょうか。連携が可能ですか。 
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社会教育課長：教育支援課は支援の必要な方が対象です。社会教育課は広く一般的な方が対

象ですが、家庭教育の支援については一緒ですので、今後見直しを含めて検討

していきます。 

委員   ：個別施策３－２－８のふれあい運動推進事業及び３－２－９の青少年の健全育

成推進事業について、指標の「刑法犯少年の人数」が増えており、評価がＤと

なっていますが、個別施策の評価をＤからＢとした理由を教えてください。 

教育支援課長：「個別施策」と「指標」で評価は連動しないと考えています。個別施策の取

り組みに対しては、取組をほぼ計画通り進めた為、評価をＢとしました。 

教育長  ：それでは、他に意見がなければ施策の柱の基本目標４について、ご質問ご意見

等お願いいたします。 

教育長  ：それでは他に意見がなければ「議案第１１号 教育委員会の事務の点検及び評

価について」を承認としてよろしいですか。 

（全員異議なし） 

教育長  ：それでは続きまして、「寄附の報告について」、事務局から説明をお願いいたし

ます。 

教育総務課長：７月の寄附について報告します。７月は４件の寄附がありました。令和５年

７月６日、株式会社伊藤伊 代表取締役 伊藤 嘉英 様からブックトラック２台

を令和５年６月３０日発生の大雨による宇部市立図書館浸水被害復旧のためと

していただきました。続いて、令和５年７月６日、日本ファイリング株式会社 

代表取締役社長 田嶋 譲太郎 様から、ブックトラック２台を令和５年６月３０

日発生の大雨による宇部市立図書館浸水被害復旧のためとしていただきました。

次に、令和５年７月１１日匿名の方から、平成２４年度から通算１３５回目５,

０００円の御寄附を交通遺児のためとしていただきました。最後に、令和５年

７月１２日、宇部商工会議所女性会 会長 河野 幸恵 様から、３０,０００円の

御寄附を交通遺児のためとしていただきました。説明は以上です。 

教育長  ：報告については以上となりますが、報告について何かありましたらお願いしま

す。では、以上をもちまして本日の会議を終了します。 

 


